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Ｂ：そういうわけじゃないんです。別に 1年でも 2年でも練習のきつさは変わらないです。でも 1年生
の頃は夕飯も遅くなるんです。 4 年生が先に食事されてるんで 11、それが終わってからってなる
と…。お風呂もそんな感じです。
Ｃ：普通に夕飯、お風呂、洗濯ってやってるんですけど、寝るのは深夜 2 時ぐらい 12 です。特に夜遊
びとかしなくても、だいたいそんな感じです。
Ｂ：先輩たちとの付き合いもあったりします。 4 年生と話してたら寝るの遅くなったり 13 。でもそれ
が先輩たちとの楽しい思い出にもなっているし、ためになったっていうのもあるんですけど。
質問者：卒業に向けて、学業というか修得単位が危ないなって思ったのはいつごろ？










Ａ： 1年、 2年は 8： 2でクラブ 16 に力入れてました。 3年生からは10：0 で出席です。
Ｂ：どっちにも力入れられんかったっていう感じです。
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「 1年、 2年は 8：2でクラブ」
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